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状況を, ここに要約報告する｡

調査研究計画の社会科学部門の うち, タイ国地域調査は前期にひきつづき, 本岡武教授 ･飯

戊交大学院学生 (文)でも-,てつづけ ら′巨, 矢野研修員は南タイ(ノつ回教村落J)定着調杏を終:'L

を終えて帰国 し, 政治f)rtの神谷不二教授 (大阪市大)は東南7ジアの軍政機構研究のため現地

に滞在 している｡

自然科学部門では, 前期にひきつづ き調査研究中の農業生産班土壌 学研究の川口桂三郎教授

･久馬-剛助手 (堤),植物栄養学研究の福井捷朗大学院学生 (堤), および生物別植物学研究

の'LfI)旧iミニ助教授 ･岩槻邦男助手 ･福岡誠行大学院学生 (fFil-_) ･北川尚史講師 (奈良学芸大)

カ摘潤 した｡西川義正教授 (農)はタイを中心とす る東南アジア畜産, 医学肌の美濃口玄教授

(医)は天野義彦助手 (医)とともに, 北 タイにおいてフッ素の歯におよばす杉轡の調査を行

なった｡また西占貢教授 (医)は岡｢桐荻太郎助教授 (医) とともに,前年にひきつづき タイに

おけるライ病の調査研究にあた り, とくに小児ライにかんす る研究をすすめた｡

養成計画では19G6年留学生 として, 野口英雄大学院学生 (~l二)がイン ドネシア建築の研究LJ)

ため)1捌 口採用された,J チュラロンコーン大学留学中の桂満希郎大学院学生 (文)は日用三1O札

外務省寄贈のタマサー ト大学 日本研究講座の講師にな-つたJ 若 い諸君が こうした新 しいホス ト

を うることはセンターの発展だと思われ る｡

出版計画 としては,お くれていた コ東南アジア研究一第 :う巻第3号, また一昨年 9月のマラ

ヤ稲作シンポジウムの英文報午,RiceCultureinMalaya,Symposium SeriesN0.1が刊行

された｡､センターの学術報告書である ReportsonResearchinSoutheastAsia の出版がは

じまった ことを特筆 したいO その NaturalScienceSeriesN-1とILて,佐藤孝教授 (兵庫農

大)の FieldCropsinThaila,ju レ7)発刊をみた

図書資料整備計画の {)ち, まず HRAFが整備 された右, 現在センターの賃料室 も着々充I来

されてきている｡

いま,東南アジア研究計画の第3牛皮を終 るにあた-)て, 予定 どお り,調査研究がすすみ,

その成果がつぎつぎ発表 され るにいた-)た ことを航 しく思 上

なお, 2年後には じまる第 2期 5カ年計画の設定のために, わた くLはこの 1月東南アジ7

諸国を歴訪 したO また, 3月には四芋井綱英教授 (忠)が石井米雄助教授 (東南ア研)を とも

なって, 現地 ラボラ トリー設立計画検討のために, タイ ･一､7L/-シアを訪問 Lた｡ i)れ ′!):巨

は, これか ら第 1期 5カ年計画の仕上げをはかるとともに, 第2期5カ年計画-の準備に積極

的にとりかかる｡ いっそ うの御支援をお願いす るしだいである｡
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